
は こ だ て 市 議 会 だ よ り
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第4回定例会　議決結果
 

主
な
論
点
・
疑
問
点
等 

議
案
第
13
号 

函
館
市
図
書
館
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

・
改
正
理
由
と
新
た
な
統
合
施
設
で
の

　
　

対
応

議
案
第
44
号
か
ら
48
号　

公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

・
公
募
ま
た
は
特
例
と
し
た
理
由

 

主
な
理
事
者
の
説
明 

議
案
第
13
号 

函
館
市
図
書
館
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
平
成
30
年
３
月
31

日
で
閉
館
し
、
解
体
す
る
こ
と
に
併
せ
て
、

美
原
図
書
室
を
廃
止
す
る
こ
と
か
ら
、
図
書

館
条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

美
原
図
書
室
は
、
中
央
図
書
館
と
の
併
用

率
も
高
く
、
利
用
者
も
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
亀
田
地
区
の
統
合
施
設
の
整
備
を
検

討
す
る
中
で
、
設
置
し
な
い
こ
と
と
し
た
が
、

来
館
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
図
書
コ
ー

ナ
ー
を
新
た
に
設
置
し
、
配
置
す
る
本
に
つ

い
て
は
、
貸
し
出
し
も
行
う
予
定
で
あ
る
。

議
案
第
47
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

市
民
会
館
の
耐
震
等
改
修
工
事
等
に
よ
り
、

平
成
32
年
３
月
ま
で
休
館
の
予
定
で
あ
り
、

平
成
32
年
４
月
以
降
の
詳
細
な
委
託
費
に
つ

い
て
は
、
実
施
設
計
完
了
後
で
な
け
れ
ば
積

算
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
指
定
期

間
は
、
委
託
料
の
積
算
が
可
能
な
平
成
30
年

４
月
か
ら
平
成
32
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
と

設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
44
号
か
ら
46
号
お
よ
び
48
号　

公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

団
体
職
員
の
雇
用
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、

可
能
な
施
設
に
つ
い
て
、
段
階
的
に
公
募
化

を
進
め
て
き
て
お
り
、
今
回
、
寄
託
者
の
意

向
等
に
よ
り
特
例
措
置
が
必
要
な
文
学
館
や

北
方
民
族
資
料
館
等
以
外
の
千
代
台
公
園
野

球
場
な
ど
の
５
施
設
な
ら
び
に
北
洋
資
料

館
・
芸
術
ホ
ー
ル
の
２
施
設
に
つ
い
て
は
、

公
募
化
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

委
員
間
の
協
議 

議
案
第
13
号 

函
館
市
図
書
館
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
基

本
方
針
に
よ
っ
て
判
断
を
し
て
お
り
、
ま
た

財
政
状
況
の
見
通
し
か
ら
言
っ
て
も
、
廃
止

に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
。

議
案
第
44
号
か
ら
48
号　

公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
そ
の
内

容
か
ら
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

 

主
な
論
点
・
疑
問
点
等 

議
案
第
１
号 

平
成
29
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部
分
）

〇
農
地
集
積
促
進
交
付
金

　

・
制
度
の
内
容

　

・
農
業
に
と
っ
て
の
効
果

〇
市
営
住
宅
居
住
性
向
上
改
善
事
業
費
減

　

・
事
業
の
内
容
と
目
的

　

・
減
額
の
理
由

 

主
な
理
事
者
の
説
明 

議
案
第
１
号

〇
農
地
集
積
促
進
交
付
金

　

本
交
付
金
は
、
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
等

を
目
指
す
担
い
手
や
新
規
就
農
者
に
、
農
地

総
務
分
科
会
議
案
11
件
を
審
査

平成29年度
補 正 予 算

◎

◎

○

◎

◎

○

第4回定例会　議決結果第4回定例会　議決結果

議案52件を原案のとおり可決議案52件を原案のとおり可決議案52件を原案のとおり可決審査の概要審査の概要

◎＝満場一致で可決・認定　○＝賛成多数で可決・認定◎＝満場一致で可決・認定　○＝賛成多数で可決・認定◎＝満場一致で可決・認定　○＝賛成多数で可決・認定

一般会計／港湾事業特別会計／地方卸売市場事業特別会計／水
道事業会計／公共下水道事業会計／交通事業会計

（一部改正）函館市地域会館条例／函館市道路占用料徴収条例／
函館市流水占用料等徴収条例／函館市普通河川管理条例／函館
市都市公園条例／函館市営住宅条例／函館市青少年会館条例／
函館市電車乗車料金条例

（一部改正）函館市図書館条例〈反対:工藤篤議員、日本共産党〉

（廃止）函館市亀田福祉センター条例

土地の売払い／公の施設の指定管理者の指定（31件）／公有水面
埋立て／町の区域の変更／市道の路線認定および廃止ならびに変
更／専決処分の報告

工事請負契約（４件）〈反対：小野沢議員、工藤篤議員〉

予算特別委員会
分科会

12/1・12/8
12/4・5

　予算特別委員会では、平成29年度一般会計補正予算をはじめとする議案52件について、審査を行いました。委員会は、審査を
より充実させるため、議長を除く全議員が委員となり、委員会内に各常任委員会が所管する事項と同様の事項を審査する総務・
経済建設・民生の3分科会を設置し、付託案件を分担して審査しました。
　各分科会は、各議案について論点整理を行い、論点に基づく質疑により、疑義を解明した後、委員同士の協議によって態度・
賛否理由を取りまとめました。その後、委員会は各分科会から審査の経過と主な内容について報告を受け、採決を行いました。
各分科会の主な審査過程は次のとおりです。

条　　　例

そ　の　他

審
査
の
な
が
れ

審
査
の
な
が
れ

12
月
１
日

 

（※

付
託
・
分
科
会
設
置
）

・
本
会
議

・
予
算
特
別
委
員
会

12
月
４
日
、
５
日

 

（
詳
細
審
査
）

・
総
務
分
科
会

・
経
済
建
設
分
科
会

・
民
生
分
科
会

12
月
８
日

（
採
決
）

・
予
算
特
別
委
員
会

・
本
会
議

議会だよりでは結果のみをお知らせしています
が、詳しい審査状況などについては、会議録や
委員会記録（2月上旬までにホームページ等で
公開予定）をご覧ください。

経
済
建
設
分
科
会
議
案
21
件
を
審
査

※付託…議会の議決を要する事件について議会の議決に先だって検討を加えるために、
　　　　所管の常任委員会、議会運営委員会、または特別委員会に審査を委託すること。


